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本論文は、第二次大戦後のタイで発展した独自の機械技術とそれに関わる人々について 

の民族誌である。19 世紀末に誕生した広東人の機械工場にルーツを持つタイ土着の機械工 

業は戦後の経済成長の中で農村部へと広がり、農業機械を中心にした独自の技術を発展さ 

せてきた。この産業で生産されている機械は先進国の機械とは異なった奇妙なもので、そ 

れを生みだしてきたのは中小工場で働く機械工たちである。本論文は機械工たちの世界と 

彼らが作り出した機械に焦点を当てて、現代のテクノロジーを研究することの人類学的意 

義を考察する試みである。 

タイの機械の奇妙なあり方は、自然の単一性を前提に文化の多様性を論じる従来の人類 

学の枠組みでは捉えきれない。この二項対立の中では、人間の創作物であると同時に自然 

の力を利用する技術は中間的な位置を占めており、多くの人類学者はこの中間性を伝統的 

な技術を文化の側に近代的な技術を自然の側に割り振ることで解決してきた。だが、こう 

したやり方では機械のような近代的な技術の多様性を捉えることは困難である。タイの機 

械技術の独特のあり方を捉えるためには、文化の多様性を最終的な落としどころにする人 

類学のあり方を再考する必要がある。 

この考察の助けになるのはマルセル・モースの技術論である。モースは、技術を「物質 

的、機械的な効果をもたらす効果的な伝統的行為」と定義するとともに、機械工学の祖で 



あるフランツ・ルーローの影響を受けた関係論的な道具論に基づいて、人とモノの関係に 

アプローチしてきた。モースは道具を、タガネやクサビのような単一の物質からなる「ツ 

ール」と、柄と刃からなるナイフのように複数の物質からなる「器具」に分類し、さらに 

器具が組み合わされたものとして「機械」を定義する。モースは道具のこの入れ子状の構 

成に焦点を当てて、そこに道具を製造する分業関係がいわば集約されていることを指摘し 

た。 

モースの技術論は、マリリン・ストラザーンの議論を重ね合わせることで拡張すること 

ができる。ストラザーンは、モースがとくに焦点を当てた「効果」が、人やモノに内在す 

る「能力」をあらわにする役割に注目する。機械工たちの能力は、機械の修理や開発の成 

功が生み出す「きちんと動く機械」という目に見える効果によって可視化される。この能 

力は、さらに機械工と顧客の間の社会関係の土台となる。加えてこの関係は相互的なもの 

でもある。開発の成功をもたらした機械工の能力やチームワークなどは、その産物である 

機械そのものの中にいわば畳み込まれている。本論文では、このような目に見える効果と 

機械に畳み込まれていく諸関係に焦点を当てて、タイにおける機械技術と社会関係の錯綜 

するあり方を描き出していく。 

本論文では、第一部で上記の理論的枠組みとタイ土着の機械工業の概況を紹介したあと、 

第二部でモノの世界と社会関係が行為の目に見える効果を介していかに結びついているの 

かを描き出す。続く第三部では先進国からタイへの機械の移動に焦点を当てて、タイ独特 

の機械のあり方がいかにして形成されたのかを明らかにする。 

第二部では、まず第三章で工場の作業の様子を記述し、そこで用いられる言葉や範疇を 

紹介する。続く第四章では機械工たちが仕事の中で用いる「見る」ことの技法に焦点を当 

てる。彼らの視覚は、個別の状況で形成される身体、モノ、言語などの密接な関係に基づ 

いている。さらに、視覚は徒弟の学習でも重要な役割を果たす。弟たちの視点は、分業の 

枠組みをとおして仕事の細部に引きつけられ、熟練工が語る経験をとおしてそれを見るよ 

うになる。こうして徒弟たちは、自分の行為を熟練工たちが語りの中の過去の行為と結び 

つけていく。 

続く第五章では、この視覚の陰に隠れた身体とモノの密接な関係を明らかにする。工場 

の現場のルーティン作業では機械工の身体とモノの挙動、それらの移動は密接な連鎖を形 

作っている。この連鎖を可能にするのが、作業に不可欠な部品や道具を配置した現場の空 

間とそれをもたらすモノの頻繁な移動である。ここでは機械工たちの身体は複雑に結びつ 

けられたモノの流れによってグローバルな流通と結びつけられている。一方、このような 

身体の調整とモノの移動は、普段の機械工たちの視点からは見えない死角になっている。 

続く第六章では機械工たちの「能力」や仕事の「正しいやり方」が、仕事の成果や出来 



映えといった目に見えるものとの関係をとおして可視化されるプロセスを明らかにする。 

試運転の場で順調に動く機械のような、機械工たちの行為が生み出す目に見える効果は、 

機械工本人と周りの人々にとって、機械工の内に秘めた能力の証である。機械工の能力は、 

こうした目に見える徴を介してあらわにされ、評価される。一方、徒弟に対する親方のア 

ドバイスは、徒弟の行為と親方の過去の行為を両者が共有する目の前のモノを媒介にして 

結びつけ、仕事の「正しいやり方」を浮かび上がらせるという効果を持つ。工場の組織の 

中では、仕事の中で可視化される正しいやり方と機械工たちの能力は相互的な関係にある。 

さらにこうした目に見える効果を介して可視化された能力は、工場の組織の中では賃金や 

地位へと翻訳されていく。 

しかしながら、機械工たちの間に見られるヒエラルキーは工場の垣根を超えた技能に基 

づくものである。タイの機械工たちはひとつの工場にとどまらず、工場から工場へと頻繁 

に移動する。この移動の一因になっているのは、熟練工と一般の労働者との間の技能のギ 

ャップである。ほとんどの職種では一般の労働者がルーティン的な作業を担当するのに対 

して、熟練工は監督、試作や改造といった非ルーティン的な作業を行う。そのため、ひと 

つの工場で働き続けても熟練工の仕事を学ぶことは難しい。機械工たちはそのため工場か 

ら工場へと移動して技能の幅を広げることで熟練工の仕事内容に近づこうとする。さらに 

彼らの多くは、比較的資金が少なくてすみ、農業と兼業できる農村部で起業することを目 

指している。農村で工場を経営するためには、一人ですべてを修理できる万能的な技能が 

必要なため、彼らの間ではこうした技能が高く評価されている。彼らの頻繁な移動は、こ 

うした万能技能を形成する手段でもあるのである。 

機械工たちの行為と社会関係に焦点を当てた第二部に続いて、第三部ではタイの機械の 

独特のあり方に焦点を当てる。ここではとくに、先進国における機械のあり方を支える諸 

制度の役割と、それらが不在だったタイにおける機械の変容に焦点を当てる。 

先進国のメーカーは機械のデザインに対して特許権や意匠権といった知的財産権を持っ 

ている。機械はこの権利をとおして特定のメーカーに結びつけられ、いわば「アイデンテ 

ィティ」を持つ。このブランドに基づく機械のアイデンティティを守るためにメーカーは 

模倣に対して訴訟で対抗したり、ユーザーが購入したあとも機械が同一の品質を保つよう 

にアフターサービスを供給してきた。先進国で確立されている機械とメーカーのこのよう 

な関係を本稿ではオーサーシップと呼ぶことにする。 

一方、かつてのタイではアフターサービスが不在だったために、機械は予期せぬ変容を 

被ることになった。この変容はさらに人々の新しい行為を促し、土着の機械工業の独特の 

あり方を生み出したのである。第九章では、タイの環境に適応でなかった輸入機械の故障 

が農民や機械工たちからさまざまな行為を引き出していったことを明らかにする。先進国 



と環境が大きく異なる途上国では、輸入した機械を動かすために改造は不可欠である。こ 

のことが各地で独学の修理工の誕生を促した。そして、その登場は戦前の機械工業に新た 

な発展をもたらし、今日の分業体制を作り上げていった。 

さらに正規のアフターサービスが欠けている状況の中で、地元の工場では幅広く中古部 

品が利用されるようになった。このことは土着の機械工業の技術的特徴に深い影響を与え 

た。地元の工場では図面がほとんど使われず、代わりに中古部品を再加工した実物見本が 

設計情報の伝達に使われている。このような実物見本のやり取りは地元工場間の分業を調 

整する媒体になる一方で、図面を用いる多国籍企業の工場との間に断絶をもたらすことに 

なった。 

続く第十章では、この独特の環境で生まれてきたオーサーシップのあり方を明らかにす 

る。地元で行われた修理や改造は機械を変容させ、もともとのメーカーとの関係を希薄化 

してきた。さらにこの延長線上に、地元工場では先進国の知的財産法とは異なるオーサー 

シップが成立することになった。機械工たちはしばしばユーザーである農民たちと協力を 

とおして技術的問題を解決しており、彼らは新しい機械の開発への農民の貢献を広く認め 

ている。そのため、ここではオーサーシップは機械工たちだけでなく、農民をはじめとす 

る開発に参加したすべての人々に開かれている。このようにオーサーシップが多くの人々 

に開かれた結果、機械のデザインは誰も占有できないいわば「コモンズ」となっていった。 

さらにこれがイノベーションを公共物と見なすタイ農業省の独特な農業機械化政策と結び 

つき、自然発生したデザインを各工場が自由に利用する独特の体制が生じたのである。 

本論文は、タイにおける独特の機械技術に焦点を当てて、技術的実践におけるモノの世 

界と人の社会関係の相互的なあり方を描き出す試みである。技術的実践の場では、モノの 

挙動が人々の間に社会関係を生み出すと同時に、その関係が再びオーサーシップという形 

でモノの中に畳み込まれていくという相互的なプロセスが見られる。先進国と大きく異な 

るタイにおける機械技術のあり方は、こうした独特の関係を反映しているのである。 


